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1. はじめに 

実空間を情報化するひとつの方法として，ユーザ
がその周囲の空間を私的に占有し，そこにユーザの
ための情報環境を展開していくものが考えられる．
筆者らは，それを特定の場所に，その場所の付加価
値を高める形で配することを考える．そして，ユー
ザから見て心理的に近いと感じられる領域に対し
て，情報環境を提供して，インタラクションを行う
システムを提案，開発を行っている[1]． 
本稿では，このシステムを“i-wall (intelligent/ 

information/interactive wall)”と呼ぶ．そして，
このシステムの構成，および空間痕跡を時間軸に沿
って探索するアプリケーションなどについて述べ
る． 

2. 公共スペースのパーソナル情報空間化 

筆者らは，ユーザの周囲の公共スペースを一時
的に占有し，私的なインタラクションを実現する
システム i-wallの開発を行っている．人が自分の
まわりに感じる，ある一定範囲の空間をパーソナ
ル空間という．街中など公共スペースにおいても，
人が存在することで，公共スペースの一部が主観
的なパーソナル空間として機能するものと見な
し，公共スペースにおける私的な情報環境を提供
して，そこでのインタラクションを実現する． 
 街中では待合室やロビーといった空間など，人
の流れや停留する動作のある空間において，情報
空間を提供し，インタラクションを実現すること

が，空間痕跡を記憶する観点から適していると考
えられる．それら空間において，空間内の壁をユ
ーザのパーソナル空間が含むとき，壁にユーザ固
有のパーソナルウィンドウを視覚的に切り出せ
るようにする．すなわち，ウィンドウはユーザの
立ち位置に応じ，その人のパーソナル空間の中に
開くものとする．そして，図 1に示すように，ユ
ーザはそのパーソナルウィンドウに対して，気軽
にインタラクションを行うことができる． 

 

図 1：インタラクションイメージ 

3. i-wallシステム構成 

i-wallのシステム構成は大きく分けて，映像入出
力機構，インタフェース，位置検出システム，そ
して，それらを制御する PCにからなり，図 2に
システム図を示す． 

 

図 2：i-wallシステム図 
映像入出力機構：パーソナルウィンドウの表示は，
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プロジェクタを用いて壁面投影で実現する．また，
プロジェクタの上にカメラを設置し，定期的に撮
影を行い，その空間の記憶を蓄積していく． 
インタフェース：ウィンドウに対する各種操作は，
携帯電話の端末を用いて行う．Webサーバの CGI
を経由し，制御 PCとデータのやり取りをする．
本研究では，既に広く普及している機器を用いた
インタラクションの実現を重視している． 
位置検出システム：本研究ではさらに，位置検出
システムの配備を想定し，ユーザの立ち位置に応
じたインタラクションシステムを実現する．本稿
では，位置検出システム infoFloor[2]を試験的に
実装して，その有効性について検討する． 

4. 空間痕跡の時間軸探索 
i-wallでは，ユーザの位置に応じたパーソナル

ウィンドウに様々な情報を表示することで，シス
テムが記憶している固有の情報空間を探索する
ことができる．システムを配した空間への痕跡，
例えば壁面への落書きなどを記憶する．後に，こ
の空間を時間軸に沿って探索することで過去の
痕跡を再現でき，空間痕跡の時間軸探索システム
の実現となる．また，離れた場所に設置したカメ
ラからのライブ映像，システム固有の画像情報な
どの表示も可能である． 
システムの概観，および探索の様子を図 3に示

す．パーソナルウィンドウはユーザの位置に追随
して位置・大きさが変化する．また，携帯端末の
操作によっても調整等が可能となっている． 

 
図 3：システム概観とインタラクション 

例えば，待合室などの空間に本システムを配す
ると，人がこの空間に立ち入ることで（図 4左上），
人の姿をそのままこの空間の痕跡として残すこ
とができる．そして，後の探索により容易に過去
の痕跡再現が可能となる（図 4 左下）．また，史
跡やモニュメントに本システムを配すと，モニュ

メントなどにリアルな傷を付けることなく，かつ
風化することもない痕跡を残すことが可能とな
る．図 4右上が残した痕跡，図 4右下が探索によ
る再現である．痕跡を残したその場に再現するこ
とで，IPTなどとは異なるリアルさが体験できる． 

 
図 4：空間痕跡の時間軸探索 

図 5ではライブ映像表示の様子を示す．図 5右
のようにユーザごとに異なる情報も表示できる．
表示画像の切り替えなどウィンドウに対する各
種操作，および空間痕跡の時間軸探索は，ユーザ
ごとに携帯端末からの操作が可能となっている． 

 
図 5：ライブ映像の表示 

5. むすび 

今後は[3]に基づき，また[4]との連携も視野に
入れたアプリケーションの発展，そして，街など
の環境に溶け込むようなシステムを目指し，更な
る開発を行っていく予定である． 
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